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お客さまの課題をトータルに解決する
サービスを提供します。

国内の多拠点でデータセンター事業
を展開しているA社では、空調設備や
サーバ機器の消費電力と資産設備情
報をつき合わせ、データセンターのKPI※2

となるPUE※3の最適化を図っています。
これまでA社では月に一度、現場要員が
各機器からのデータを手作業で収集。
多拠点のデータを手動で統合し、業務
改善やエネルギー戦略を練るためのレ
ポートを作成していました。しかし各拠点
で導入された機器の仕様がそれぞれ異
なるため、データ統合や可視化には多く
の手間と時間がかかり、それらのノウハ
ウが少数のエキスパートに属人化してい
ることも課題となっていました。
そこで日立は、各機器から自動的に

データを収集する基盤としてEMiliaを
適用。データ統合・可視化ツールには
Pentahoソフトウェアを適用し、資産管
理データベースの情報と統合しながら、
現場/経営レベルに見やすいKPIレ
ポートとして表示するダッシュボードシス
テムの検証をA社と実施しました。
A社はEMiliaを導入したことで、各機
器からのデータ収集の手作業がなくなり、

工場やデータセンター、ビルなどでは、
受変電設備や空調装置、生産設備、
サーバなど、さまざまな設備・機材が稼
働しています。企業ではEMS※1の一環
として、従来省エネや業務効率の向上な
どにつながるエネルギー情報を収集・管
理していますが、各拠点が個別のシステ
ムを運用しているケースが多いため、現
状では「複数拠点を管理しきれない」「現
場データ収集に時間や手間がかかる」
「データを社内で共有できず有効活用で
きない」といった悩みを抱えています。
一方、COP21（国連気候変動枠組条
約第21回締結国会議）でのパリ協定の
採択や、電力システム改革などを背景
に、企業は幅広い選択肢から最適解を
見つけるエネルギー戦略の見直しを迫ら
れています。またIoTを活用し、さまざまな
設備・資材・人などから集められる多様
な現場データを収集・分析し、革新的な
ビジネスイノベーションにつなげていく動き
も加速してきました。
そこで日立は、IoTプラットフォーム

「Lumada」上で、EMSを支援する統合
エネルギー・設備マネジメントサービス
「EMilia」を、さまざまなエネルギー・設
備情報の収集・管理を担う「OTプラット
フォーム」と位置づけ、ビッグデータ解析
やAI活用を担う「ITプラットフォーム」と
融合した新たなソリューションを開発。

Challenge

多拠点に散在するエネルギー・設
備のデータを一元管理してビジネ
スイノベーションにつなげたい

Effect

IoT化の第一歩となるデータの集
約・可視化を実現。分析システムと
の連携でKPI管理による経営指標
の向上や生産性改善につなげて
いく

EMiliaで工場やビルのさまざまな
エネルギー・設備の最適運用を
可能にするOTプラットフォームを
構築

Solution

ルマーダ

※1 Energy Management System

エネルギー・設備情報の収集・
管理を担うOTプラットフォーム

IoT時代の到来により、工場やビルなどでは、さまざまな設備・資材・人などからの情報を自動的に収集・分析すること
で、業務改善や最適運用にそれらの情報を役立てられるようになります。その第一歩となるのが、多拠点に散在する
データの集約と可視化です。日立は統合エネルギー・設備マネジメントサービス「EMilia」で設備情報も統合的に管理
するOTプラットフォームを構築し、ITプラットフォームと連携させ、お客さまに付加価値の高い環境を実現していきます。

デジタルソリューション最前線

エミリア

ユースケース／EMiliaの
導入実績と協創事例

■多拠点の電力・資産情報を
　統合・可視化
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データの集約・可視化

データ収集＆加工

中間データベース蓄積

特定データの可視化

データ収集～可視化
自動運用の必要性

LOG

TXT

CSV
 

EMiliaなどによりデータ自動収集（定期取得） 担当者のデータ編集作業を自動処理で再現 データを任意に組み合わせた報告書

既存システム内ファイルを収集 データ集計・加工自動処理

レポーティング

中間データベース
（データレイク）

任意データの可視化

EMiliaダッシュボード画面例

新たな切り口でのレポート再加工

OTプラットフォームを支える「EMilia」

IoTに不可欠なデータ収集の課題を
Lumadaで解決！
IoTプラットフォーム「Lumada」で提供する統合エネ

ルギー・設備マネジメントサービス「EMilia」は、IoT時代の
ビジネスイノベーションに不可欠なITとOTの融合を支える
OTプラットフォームの一部と位置づけられます。EMiliaは
マルチベンダーの空調設備や照明設備、生産設備、ユー
ティリティ設備を同一プラットフォーム上で統合管理できま
す。人手をかけずに国内外の複数拠点を一元管理・可視
化できるため、刻 と々変わるエネルギー使用量を把握した
効率的でタイムリーな管理・運用を実現することが可能です。
また、データ統合・分析ツール Pentahoソフトウェア
などを活用して生産管理データベースなどと連携し、ビッグ
データ解析や人工知能による高度なアナリティクスで、企業
およびサプライチェーン全体の最適化につなげていくこと
も可能です。

IT
プラットフォーム

次世代EMSプラットフォーム

OT
プラットフォーム

現場
レイヤー

モノ 製造設備・
機械

ユーティリティー
設備

自動搬送
ロボット

ヒト お客さま 製品サプライヤー

システムＡ
システムB

システムC
システムD

ーム

統合･分析プラットフォーム（ビッグデータ＋ＡＩ）

ＴＰＭ・改善活動
のサポート

品質・生産性の
向上 高度な分析

（分析・解析ラボ）

設備保守
の高度化

設備・プロセス・作業
の標準化

ERP
人・モノ・カネ
の管理

監視制御
の高度化

ＱＣＤＭＥＳの
見える化

経営・管理

TPM：Total Productive Maintenance  QCD：Quality,Cost,Delivery  MES：Manufacturing  Execution System
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お問い合わせ先

（株）日立製作所 産業・流通ビジネスユニット
https://www8.hitachi.co.jp/inquiry/emilia/jp/general/form.jsp

全拠点のデータを月1回レベルから即
時にデータ統合できる基盤が構築され
たほか、サーバルーム用空調設備を対
象にEMiliaからの監視・制御も可能と
なりました。またPentahoソフトウェアに
より、データ統合や分析、ダッシュボード
表示への仕掛けも可視化されたため、
ノウハウの属人化を防ぎ、メンテナンス
の容易化やセルフBI※4を使った非定
型分析などに活用できる環境が整備さ
れました。A社では今後、このシステム
を、さらなる消費電力の削減や余剰設
備の圧縮、新施設の効率的な設計業
務などに生かしていく予定です。

 

日立建機グループでは、EMiliaを
ベースに生産ラインの稼働状況を「エ
ネルギー」と「時間」で把握することで、
問題箇所を特定し、永続的な改善活動
に生かせる生産設備エネルギー・稼働
監視システムを日立と共同開発しまし

IoTを活用したスマートファクトリーを
実践していくためには、各拠点に散在
する多様なデータの収集と可視化が
第一歩となります。EMSで実績を積ん
だEMiliaを活用すれば、全拠点を結
ぶための基盤を構築することができま
す。この基盤は将来的に全社KPI管
理による経営指標の向上に貢献し、製
造データ分析による生産改革や、需要
変動に柔軟に対応した最適生産を支
援していくものと期待されています。

た。これは全国に散在する各工場のエ
ネルギー使用量と稼働情報をEMiliaで
一括収集するとともに、将来的には製造
履歴や設備保全、その他基幹情報と
いった生産管理データと統合しながら
分析することで、機種別原単位、工程・
ライン別原単位、製造原価、チョコ停/
突発故障などをリアルタイムに把握し、
生産リードタイムの短縮や、設備故障の
予兆検出などに役立てることでエネル
ギー生産性の向上を目的としています。

■ 情報提供サイト
http://www.hitachi.co.jp/emilia/

※2 Key Performance Indicators：重要業績評価指標
※3 Power Usage Effectiveness：電力使用効率
※4 Business Intelligence

Use Case

■最適生産を支援するシステムを構築。
　IoTで永続的な改善活動をめざす
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